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平成２４年度自動車技術教育用機材の提供対象校・内容を決定 ････８月８日

財団は、8月８日に審査委員会（木村寛治委員長）

を開催し、今年度の機材提供活動として、合計９２校

への自動車技術教育用機材提供を決定した。

本年度の公募対象は、１５府県の全国工業高等学校

長協会、全国総合学科高等学校長協会、全国自動車教

育研究会の加盟校計３０３校で、６月に案内を行った

結果、９３校から応募があった。審査委員会で選考を

行った結果、９２校に対して提供することとした。提

供機材は、基礎教育用教材の視聴覚教材（CD-ROM

教材、掛図教材など）から、初級機材の分解組立用エ

ンジンや工具類、さらには中・上級機材の電子ブロッ

ク実験装置やエンジンベンチなどの実験実習用機材ま

で２７品目あり、本年度の提供機材の総額（市価相当

額）は約３,０００万円となる見込みである。

学校への機材納入は9月～１１月に実施する。また
１１月～１２月には、該当する府県ごとに、各府県自
動車教育推進協議会の協力を得て、提供校への機材贈
呈式を実施する予定である。

なお、平成3年度からの累計提供校数は、１,３５５
校となる。

青森県(7)、 岩手県(7)、 宮城県(8)、 福島県(7)、
茨城県(6)、 静岡県(5)、 愛知県(5)、 岐阜県(7)、
三重県(5)、 滋賀県(3)、 京都府(4)、 大阪府(12)、
兵庫県(8)、 奈良県(5)、 和歌山県(3)

( )内の数字は県別の提供校数
計15府県 92校

▲提供機材例(1300ccエンジン)

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

平成24年度自動車技術教育用機材贈呈式を実施 11月１日～12月中旬
15都県(25件)の研修会に講師を派遣 10月上旬～12月下旬
企画委員会、各部会を開催 10月23日～11月13日
米国の交通事情調査を実施 10月6日～14日

10～12月予定
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技術教育

【年度別提供校推移表】

【２４年度公募対象県と県別提供校数】

平成24年度自動車技術教育用機材の提供対象校・

内容を決定

第85～87回ＪＡＥＦ研修会を開催

20都道県(38件)の研修会に講師を派遣

自動車技術教育・交通社会教育イベントを支援

国内交通調査を実施



第8５回～８７回JAEF研修会を開催 ････8月3日～９月20日 研 修

【平成24年度JAEF研修会開催実績・予定】
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▲第85回JAEF研修会の様子 ▲第86回JAEF研修会の様子 ▲第87回JAEF研修会の様子

財団は、全国の高等学校の先生方を対象とした第８5

回～８7回JAEF研修会を開催し、全国から91名の先

生方（社会科系19名、工業系35名、その他37名）と

オブザーバー10名の合計101名が参加した。

JAEF研修会の講演は、「環境・安全技術」をテー

マとしたもの（第８5回「マツダの次世代環境・安全

技術への取組み」）、「世界の自動車業界の展望」を

テーマとしたもの（第87回「2015年の自動車たち、

その現状の真相」）、「自転車の交通安全」をテーマ

としたもの（第８6回「自転車の交通事故とその責

任」、「自転車を巡る新しい波」）の４つの講演を開

催した。これらの研修テーマに沿った講演会と合わせ

て関連施設見学などを実施し、参加した先生方から各

開催回共、高い評価を得ることができた。

「環境・安全技術」に関する研修会（第８5回）で

は、「ガソリン・ディーゼルエンジンで大幅な燃費改

善を図ったSKYACTIV技術について理解ができてよ

かった」。また「世界の自動車業界の展望」 に関する

研修会（第87回）では「近い将来、世界の人口が急激

に増加するなか、中国・インドを始めとする新興国の

保有台数が先進国を上回り、自動車業界は今後も成長

産業であるが各国のエネルギー事情に合わせた開発が

不可欠である。その中でEVやハイブリット車がシェ

アを拡大するかは不透明であるとの話は興味深かっ

た」などの声が寄せられた。

また、「自転車の交通安全」に関する研修会（第８

6回）では、生徒による通学時の自転車事故が多発し

ている現状から、生活指導・交通安全指導を担当する

先生が多く参加され、関心の高さが伺えた。欧米を中

心とした自転車先進国と日本の遅れた自転車事情の違

いをユーモアたっぷりに解説した講演の後、「正しい

自転車の乗り方やマナーについてどのように生徒に指

導したらいいのか」等、指導方法についての質問が多

く出された。

施設見学についても、「自動車の組立ラインの自動

化が進んでいる実態を見ることができてよかった」

（第85回）、「EVやハイブリット車の試作品を直に

確認できてよかった」（第87回）という評価をいただ

いた。ご協力いただいた企業・関係団体ならびに講師

の皆様には、紙面をお借りして厚く御礼申し上げます。

なお、平成３年の同研修会スタート以来の累計参加

者は、本年度３回のJAEF研修会参加者（101名）を

加えると、３,０００名を超えた。

写真＃006
写真＃012



20都道県(38件)の研修会に講師を師派遣 ････７月～９月

▲神奈川県高等学校教科研究会での講師派遣の様子

研 修

▲都立小平高等学校での講師派遣の様子

【研修会への講師派遣実績（７月～９月）】 ＊派遣実績の詳細は添付資料をご参照ください
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財団は、教育委員会や研究会、高等学校から要請を受

け、下表の20都道県（38件）の研修会に専門の講師を

派遣した。合計で１万5千名を超える研修会受講者から

は、高い評価をいただくことができた。

内容は、交通安全に関する講師派遣の要請が3１件、

自動車の最新技術・整備技術に関する講師派遣の要請が

7件であった。交通安全の講師に関しては（一社）日本

損害保険協会および（一社）日本自動車連盟の各支部に、

また、自動車の最新技術の講師は、各県の販売店各社に、

整備技術の講師は各県の自動車整備振興会にそれぞれご

協力をいただいた。

交通安全に関する研修会の受講者からは、「交通事故

が起きやすい場面や、交通社会の一員としての心構えを

分かりやすく説明いただいた」「通学の場面でも様々な

危険が潜んでいることや、危険を回避するためにはどう

すべきかが分かり、大変参考になった」などの感想が

多かった。

また、自動車の最新技術・整備技術に関する研修会

においても参加者から高い評価をいただくことができ

た。具体的には「電気自動車について、歴史から仕組

み、構成部品の働きについて分かりやすく解説いただ

いた。実車による説明・体験試乗することで理解が深

まった」「ハイブリッド車の構造・仕組みについて、

生徒の目線にあわせて、わかりやすく解説をしていた

だいた」、「電子制御エンジンの構造と点検・整備に

ついて的確に回答いただいたため、研修後、電子制御

エンジンを自力で始動させることができた」などの評

価をいただいた。

講師の派遣にご協力いただいた、各県の自動車教育

推進協議会および関係団体の皆様には、紙面をお借り

して改めて御礼申し上げます。

★は技術系 無印は一般系（交通安全）の講師派遣 受講人員合計 15,319名

地区 主催者 人数 地区 主催者 人数

1 7/4 静岡 県立富士特別支援学校 40 20 8/3 沖縄 沖縄県工業教育研究会　★ 22

2 7/5 山口 県立岩国工業高等学校　★ 2 21 8/6 大分 県立新生支援学校 100

3 7/9 鹿児島 県立頴娃高等学校 140 22 8/7 山口 山口県工業教育研究会　★ 64

4 7/9 神奈川 県立寒川高等学校 360 23 8/8 神奈川 神奈川県高等学校教科研究会　工業部会　★ 13

5 7/10 長崎 県立島原農業高等学校 480 24 8/9 大分 県立宇佐支援学校 60

6 7/10 兵庫 県立明石高等学校 1,070 25 8/17 長崎 長崎県農業教育研究会　食糧生産部会　★ 9

7 7/11 福島 県立相馬東高等学校 615 26 8/27 宮城 仙台市立仙台工業高等学校・定時制 120

8 7/12 山口 県立宇部商業高等学校 460 27 8/29 神奈川 横浜市立日野中央高等特別支援学校 180

9 7/17 長崎 県立五島南高等学校 140 28 8/30 宮城 村田高等学校　★ 16

10 7/17 鹿児島 鹿児島市立鹿児島女子高等学校 980 29 8/31 秋田 県立増田高等学校 443

11 7/17 千葉 県立柏南高等学校 1,100 30 9/3 静岡 県立清水南高等学校 785

12 7/17 滋賀 滋賀学園高等学校 385 31 9/4 広島 広島市立広島工業高等学校　★ 40

13 7/18 滋賀 県立彦根翔陽高等学校 597 32 9/10 富山 県立高岡商業高等学校 803

14 7/18 東京 都立八王子桑志高等学校 639 33 9/13 宮城 県立亘理高等学校 550

15 7/19 千葉 県立沼南高等学校 580 34 9/19 山梨 県立日川高等学校 831

16 7/19 東京 都立小平高等学校 281 35 9/20 香川 県立高瀬高等学校 500

17 7/19 静岡 富士市立高等学校 700 36 9/21 兵庫 県立姫路北高等学校 400

18 7/20 沖縄 県立八重山商工高等学校 500 37 9/26 宮城 仙台市立仙台高等学校 840

19 7/24 岐阜 県立高山工業高等学校 430 38 9/28 北海道 熊石高等学校 44

申　　込　　者

NO. 開催日 NO. 開催日

申　　込　　者



自動車技術教育・交通社会教育イベントを支援 ････ ８月２日～4日

財団は、自動車技術教育や交通社会教育の推進に関わ

る高等学校の取り組みを支援している。８月２日～４日

に全国ソーラーラジコンカーコンテストが石川県白山市

で、８月2日～3日には全国公民科・社会科教育研究会

全国研究大会が北海道札幌市で開催され、財団もこれら

の大会を支援した。

全国ソーラーラジコンカーコンテストは、今年で１９

回目を迎え、全国の工業高校から１００チームが参加し

て自作のソーラーラジコンカーによる熱戦が繰り広げら

れた。石川県自動車教育推進協議会は同コンテストに立

ち会うと共に、優秀な成績を収めた山梨県立谷村工業高

等学校の「風来坊」チームへ、石川県自動車教育推進協

議会事務局長の田賀 勝氏が「日本自動車教育振興財団

賞」を授与した。

▲ソーラーラジコンカーコンテストの様子

‐4‐

財団運営

財団は、交通社会教育に係る情報提供の一環として

国内の交通調査を実施している。今回の交通調査では、

生徒の交通安全に対する意識をより強く持たせようと、

自転車運転免許制度を導入する高校が近年増加してい

ることから、昨年に同制度を導入した岐阜県立加茂高

校、及び同制度導入に協力した加茂自動車学校、加茂

警察署を取材した。

加茂高校の自転車運転免許試験は、昨年１１月に当

時の１年生（現2年生）を対象に実施。加茂自動車学

校にて学科試験と実技試験の両方を行い、8割以上の

点数で免許証が交付されるもの。不合格者には追試が

行われる。本年度は5月に新1年制を対象に実施した。

制度導入を推進した加茂高校の河田先生は「生徒の

自転車事故件数自体は導入前とあまり変わらないが、

交通ルールの遵守意識が高まった。また、地域からの

苦情件数がほとんどなくなった」と免許制度導入の効

果を強調。加茂高校生との座談会でも、「交通ルール

を学ぶいい機会となった。ルールを守ろうと意識する

ようになった」と自転車運転免許制度に好意的な声が

寄せられた。

▲全公社研全国大会の様子

この調査結果は、財団の情報誌Traffi-Cation秋号

（第３１号）の特集で取り上げ、全国約5,900校、定

期購読の先生方約700名、その他財団関係者等に提供

を行った。

国内交通調査を実施 ････ 7月17日～18日

【自転車運転免許制度を導入した主な高校】

全国公民科・社会科教育研究会（全公社研）は、平

成14年8月に全国公民科・社会科研究協議会と全国高

等学校「倫理」「現代社会」研究会が合併して設立さ

れたもので、今年は１０年目の節目の年となる。

今年の研究テーマは、「持続可能な社会における公

民的資質と課題解決能力の育成」。現代社会の諸課題

について、高校生が気づき、解決方策を検討し、将来

の主体的な生き方を考えるために、どのように教育を

実践していくかについて、約９０名の先生方が議論を

行った。

財団では、今後も自動車技術教育や交通社会教育に

関わる高等学校の活動を支援していく予定である。

調査研究


